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令和３年７月１５日 

建 築 都 市 局 

 

「（仮称）2050 まちづくりビジョン（たたき台）」の策定について 

 
人口減少や少子高齢化が進行する中、今後のまちづくりにあたっては、公共と民間の双

方が連携を図り、限りある財源を重点的かつ有効に投資していくことが求められる。 

そこで、令和２年度に小倉・黒崎・東田の３地区において、概ね３０年後の２０５０年

を見据え、地区の将来像を示す、長期の「まちづくり構想」の策定に着手した。 

この度、庁内に設置した「まちづくり構想策定委員会」においてたたき台をとりまとめ

たため、報告を行うもの。 

 

１ 構想策定の経緯 

・令和２年４月～令和３年３月  まちづくり構想策定委員会の開催（計４回） 

・令和２年１０月２１日     建設建築委員会 中間報告 

 

２ 構想の主な内容 ※別添資料参照 

１）目標年次 

   概ね３０年後の２０５０年 

２）構想の目的・役割 

▶ 本市にとって、市が考える将来目指すまちづくりの方向性について、 

あらかじめ明示する「メッセージ」となるもの 

▶ 民間にとって、まちづくりへ投資を行う際、１つの重要な「判断材料」 

となるもの 

▶ 市と民間にとって、互いにベクトルを合わせ、 

将来に向かって同じ方向へ歩んでいくための「羅針盤」となるもの 

３）対象エリア 
   構想は、近年、新たな民間開発など都市イメージの向上に資する変化が生じてき

ている小倉・黒崎・東田の３地区で策定。 
集中投資を図るため、対象エリアはできるだけコンパクトに設定し、駅周辺概ね

１km のエリアとする。 

 

３ 今後のスケジュール（予定） 

・令和３年７月～１０月   関係者との意見交換 

（地域のまちづくり団体･学識経験者･民間事業者等） 

・令和３年１１月～１２月  パブリックコメント 

 

・構想は、令和３年度末を目途にとりまとめる予定。 

 

・構想と併せて、当面５年程度の期間における個別の施策・事業等を定める実施計画も

とりまとめる予定。 
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